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NO2 古墳 
POINT 
古墳時代は前期・中期・後期の区別が重要！  
 
NO9 古墳時代とヤマト政権 2015・本  正誤組合せ  
古墳時代に関して述べた次の文 a〜d について、正しいものの組合せを、下の①〜④のうち

から一つ選べ。	
 

	
 a	
 ヤマト政権を構成する豪族らは、氏として組織化された。◯	
 

	
 b	
 ヤマト政権は、列島各地に田荘とよばれる直轄地を設けた。✖ ︎直轄地は屯倉	
 

	
 c	
 『魏志』倭人伝によれば、倭の五王は中国の北朝に朝貢した。✖ ︎中国南朝に朝貢	
 

	
 d	
 大王や王族に奉仕する部民として、名代・子代が設定された。◯	
 

	
 ①	
 a・b	
 	
 	
 	
 ②	
 a・d	
 	
 	
 ③	
 b・c	
 	
 ③	
 b・d	
 

正解→②	
 

 
NO10 古墳時代前期の古墳 2013・本 正誤組合せ  
古墳時代前期の古墳に共通する埋葬方式の特徴を述べた次の文 ad について、正しいものの

組合せを、下の①〜④のうちから一つ選べ。	
 

	
 a	
 銅鏡や石製品、玉製品などが副葬された。→◯	
 

	
 b	
 銅鏡・銅鐸・銅剣がセットとして副葬された。→✖ ︎銅鐸・銅剣が副葬、銅鏡は違う	
 
	
 c	
 長大な竪穴式石室に木棺を納めた。	
 →◯	
 

	
 d	
 長大な横穴式石室に埴輪を副葬した。→✖ ︎横穴は古墳後期	
 
	
 ①	
 a・c	
 	
 	
 ②	
 a・d	
 	
 	
 ③	
 b・c	
 	
 	
 ④	
 b・d	
 

正解→①	
 

NO11 古墳時代の祭祀	
 2011・本  
古墳時代の人々は、形の整った山や巨大な岩、太陽や高い樹木、川の淵などを神のやどると

ころとして恐れあがめ、祭祀の対象とした。この時代にはまた、鹿の骨を焼いて吉凶を占う

【	
 ウ	
 】や。裁判に際して、熱湯に手を入れさせて、真偽を判断する【	
 エ	
 】が行われてい

た。また各地の首長たちは、みずからの地位や権力の大きさを示すため、民衆を使って古墳

をつくった。古墳の大きさや墳形・副葬品は、古墳時代を通して変化していったが、そこに

⒞彼らの支配者としての性格や、各地の首長間の勢力関係の変化をみることができる。	
 

問	
 空欄【エ】【ウ】に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①〜④のうちから一つ

選べ。	
 

	
 ①	
 ウ	
 祓	
 	
 エ	
 盟神探湯	
 	
 ②	
 ウ	
 祓	
 	
 エ	
 禊	
 	
 	
 

	
 ③	
 ウ	
 太占	
 エ	
 盟神探湯	
 	
 ④	
 ウ	
 太占	
 エ	
 禊	
 	
 	
 

正解→③	
 

N012 古墳	
 2011 本  
	
 下線部 C に関連して、古墳時代前期・中期・後期に関して述べた次の文 a〜d について、正

しいものの組合せを、下の①〜④のうちから、一つ選べ。	
 

	
 a	
 前期には、古墳に銅鏡や碧玉製腕飾りなどが副葬されていることから、首長が司祭者的	
 

	
 	
 性格をもっていたことが知られる。◯	
 

	
 b	
 中期には、古墳に銅鏡や碧玉製腕飾りなどが副葬されていることから、首長が武人的	
 

	
 	
 性格をもっていたことが知られる。✖ ︎銅や碧玉でなく、武具や馬具	
 

	
 c	
 後期には、有力農民層の古墳は造られなくなっていった。✖ ︎有力農民層の群衆墳造営	
 

	
 d	
 後期には、群集墳とよばれる古墳群が増えていった。◯	
 

	
 	
 ①	
 a・c	
 	
 ②	
 a・d	
 	
 ③	
 b・c	
 	
 ④	
 b・d	
 

正解→②	
 

	
 

NO13 古墳時代の政治勢力 2013 本  
古墳時代における中央の政治勢力と地方豪族の対立関係について述べた次の文 XYについて、
その正誤の組合せとして正しいものを、下の①〜④のうちから一つ選べ。 
	
 X	
 古墳時代中期（５世紀）には、大和・河内の大規模古墳を上回る巨大な古墳が、武蔵 
	
 	
 や出雲に造られた。 
	
 Y	
 ６世紀前半、筑紫国造磐井が、新羅と組んで反乱を起こしたが鎮圧された。 
	
 	
 ①	
 X	
 正	
 Y	
 正	
 	
 ②	
 X	
 正	
 Y	
 誤 
	
 	
 ③	
 X	
 誤	
 Y	
 正	
 	
 ④	
 X	
 誤	
 Y	
 誤 
正解→③、Xは✖ ︎→最大は大阪の大仙陵古墳、Y→◯ 
 
NO14 史料『日本書紀』  2010 本	
  
	
 次の史料は『日本書紀』の文章の一部である。ここには、ある政争にかかわって、二人の

人物がそれぞれ戦勝祈願した結果、二つの寺院が創建されたという伝承が記されている。蘇

我馬子宿禰大臣、諸皇子と群臣とに勧めて、【 オ 】大連を滅ぼさむことを謀る。（中略）
乱を平めて後に、（ある皇子の発願により）摂津国に ⒟四天王寺を造る。⒠大連の奴の半
ばと宅とを分けて、大寺（注１）の奴・田荘とす。田一万頃（注２）を以て、迹見首赤梼

とみのおびといちい

に

賜ふ。蘇我大臣、亦本願の依
まま

に、飛鳥の地に【 カ 】を起
た

つ。 
	
 （注１）大寺：四天王寺を指す	
 （注２）頃：土地の面積を表す単位 
問	
 空欄【オ】【カ】に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①〜④のうちから一つ

選べ。 
	
 ①	
 オ	
 大伴金村	
 カ	
 法隆寺	
 	
 ②	
 オ	
 大伴金村	
 カ	
 法興寺 
	
 ③	
 オ	
 物部守屋	
 カ	
 法隆寺	
 	
 ④	
 オ	
 物部守屋	
 カ	
 法興寺 
正解→④	
 飛鳥寺を法興寺と呼ぶ 
 
NO15 蘇我馬子の時代	
 2010 本  
問	
 下線部⒟四天王寺は、蘇我馬子とともに戦った、ある皇子（王）が創建したと伝えられ

ている。この人物が国政にかかわっていた時期の出来事について述べた文として正しいもの

を、次の①〜④のうちから一つ選べ。 
①	
 世襲による氏姓制度とは異なり、個人の功績や才能を評価する冠位の制度が定められた。 

②	
 中国南朝に使者を派遣し、倭と朝鮮半島南部での軍事指揮権を示す称号を求めた。✖ ︎倭
の五王 

③	
 倭国では大きな争乱が起こり、しばらく収まらなかったが、諸国が共同して女性の王を立て、

約 30 国からなる連合体をつくった。✖ ︎邪馬台国 
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④	
 稗田阿礼によみならわせていた神話や伝承、歴史などを、太安万侶が筆録し、書物として完

成させた。✖ ︎古事記 

正解→①厩戸王のことだから冠位十二階 

 

NO16 ヤマト政権の政治制度	
 2010 本  
下線部⒠大連の奴の半ばと宅とを分けて、大寺（注１）の奴・田荘とす。に関して誤ってい

るものを、次の①〜④のうちから一つ選べ。 
①	
 国政を担う大連は、連の姓をもつ有力な氏のうちから任じられた。 
②	
 『日本書紀』の「改新の詔」には、豪族の所有する田荘を廃止する命令が記されてい

る。 

③	
 有力な豪族のもとには、「奴」とよばれる人々がいた。 

④	
 四天王寺は、人や土地を所有することが禁じられていた。 

正解→④。史料文に「大寺の奴・田荘とす」とあるので、四天王寺が人や土地を所有してい

たことがわかる。 

 
NO17 ヤマト政権の時代	
 2005 追	
 年代整序  
古い順に並び替えよ	
 

1．大王の墓とみられる誉田山(誉田御廟山)古墳が造られた。	
 	
 

2．物部守屋を滅ぼした人物が，さらに在位中の大王を暗殺した。	
 	
 

3．大伴金村らが，継体を大王に擁立した。	
 

	
 

答➡１—３—２	
 

1．誉田山古墳は古墳中期(5 世紀ごろ)。	
 

3．古墳時代のあと大伴氏が台頭するのは 6世紀前半。	
 

2．蘇我氏(物部守屋を滅ぼした人物は蘇我馬子)の権力掌握は 6世紀後半。	
 

 
NO18 東アジアと倭国	
 2006 追	
 年代整序  
古い順に並び替えよ	
 

1．倭王武が中国南朝に朝貢して，称号を与えられた。	
 

2．対朝鮮政策の失敗により，大伴氏が失脚した。	
 	
 

3．倭が海を渡り，高句麗好太王(広開土王)の軍と戦った。	
 

	
 

【古代 03 解答】［3→1→2］	
 	
 

3．「高句麗好太王碑文」によれば，高句麗と戦ったのは 4世紀末。	
 

1．倭の五王の時代は 5世紀ごろ(『宋書』より倭王武の朝貢は 5世紀後半)。	
 

2．大伴氏(大伴金村)が失脚したのは 6世紀のこと。	
 

	
 

NO19 朝鮮伝来の文化	
 2012 追  
古い順に並び替えよ	
 

1．朝鮮半島から伝わった技法により，日本列島で須恵器が作られはじめた。	
 	
 

2．百済の観勒によって暦法が伝えられた。	
 	
 

3．百済の聖明王から倭国に仏像などが送られ，仏教が公式に伝えられた。➜仏教公伝 538	
 

【古代 04 解答】［1→3→2］	
 	
 

1．須恵器が作られ始めたのは古墳中期(5 世紀ごろ)。	
 

3．仏教の伝来は 6世紀の中ごろ(戊午説は 538 年，壬申説は 552 年)。	
 

2．観勒により暦が伝えられたのは 7世紀前半(飛鳥文化)。	
 

古墳時代は前期・中期・後期の区別	
 

     

前
期 

3 C

末

～ 4

C 

各地に 

【前方後円墳】 

【 竪穴式石室  】 

副葬品  銅鏡  ・碧玉  

被葬者：【 司祭者  】性格 

箸 墓 古 墳 （奈良）…前期最

大 273ｍ 最古の前方後円墳

 卑弥呼の墓？ 

中
期 

4 C

末

～ 5

C 

各地に 

【前方後円墳】 

巨大化・全国化 

【 竪穴式石室  】 

副葬品：武具・【 馬具  】 

被葬者：【 武人的  】性格 

【 大仙陵古墳  】 

【誉田御廟山古墳】（大阪） 

【 造山古墳  】（岡山） 

【 太田天神山  】古墳 

東日本最大（群馬） 

後
期 

6 C

～ 
【 群集墳  】 

後期→群集墳 

（有力農民） 

【横穴式石室】追葬可能 

（玄室・羨道） 藤ノ木古墳 

副葬品： 

【日常品 ・ 形象埴輪  】 

 新沢千塚  （奈良） 

 岩橋千塚  （和歌山） 

	
 吉見百穴	
 （埼玉） 

終
末 

7C 
前方後円墳の消滅 

【 八角墳 】 

大王にのみ固有の八角墳、

一般の豪族層を超越した存

在を示す。 

 龍角寺岩屋 （千葉） 

 壬生車塚 （栃木） 

リカバリーシート	
 	
 ヤマト政権の政治制度	
 
	
   姓   授与される豪族 

【	
 臣	
 】大和盆地の地名を氏の名とする有力豪族〔葛城・蘇我・出雲・吉備など〕	
 

【	
 連	
 】職掌を氏の名とする有力豪族	
 

【	
 君	
 】地方の有力豪族	
 

【	
 直・造・首	
 】地方支配の豪族	
 

地位   解説 

【 大臣 】政治の中枢を担う、臣姓の最有力者 【 大連 】政治の中枢を担う、連姓の有力者	
 

【 伴造 】伴・品部を率いて職掌を分担【 国造 】地方の支配（服属した地方豪族）	
 

部民   解説 

【 名代・子代 】各地に設けられた、ヤマト政権の直轄民	
 

【 品部 】職能で奉仕した部民〔史部・韓鍛治部・陶作部〕	
 

【	
 奴 ・ 奴婢 】氏に隷属する家内奴隷	
 

土地   解説 

【	
 屯倉 】朝廷の直轄地	
 

【 田荘 】豪族の私有地	
 

	
 

	
 


